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支
那
事
費
の
意
義
は
何
で
あ
る
か
、

と
言
ふ
問
題
は
、
色
々
の
観
掛
か
ら
之
を
提
出
し
得
る
筈
の
も
の
で
あ
り
、
又
現
に
色
々
の

観
拙
か
ら
の
答
へ
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
何
し
ろ
世
界
史
の
根
本
的
愛
革
を
資
ら
す
ほ
ど
の
大
事
援
で
あ
る
筈
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
か
ら
後
も
、
此
の
問
題
に
就
い
て
色
々
の
観
鉱
か
ら
色
K

た
答
へ
が
提
出
さ
れ
る
事
で
あ
ら
う
。
本
稿
に
於
い
て
私
は
、

此
の
問
題
を
専
ら
資
本
主
義
と
の
闘
聯
の
観
鮪
か
ら
採
り
上
げ
、

そ
れ
に
就
い
て
の
卑
見
を
述
ぺ
ょ
う
と
息
ふ
の
で
あ
る
。

言
ふ
ま
で
も
た
ぐ
、
歴
史
的
資
在
の
意
義
は
、
定
ま
っ
て
定
ま
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
其
の
寅
在
が
共
庭
に
在
る
限
り
に

於
い
て
は
共
の
賞
在
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
共
の
賞
在
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
更
に
、

そ
の
後

に
如
何
た
る
歴
史
的
貿
在
が
繕
起
す
る
か
に
依
つ
で
も
、
従
っ
て
そ
の
後
に
如
何
な
る
歴
史
的
責
在
が
継
起
せ
し
め
ら
れ
る
か
に
依

つ
で
も
‘

影
響
を
受
け
る
も
の
で
る
る
か
ら
。

此
の
意
味
に
於
い
て

歴
史
的
資
夜
の
意
義
の
規
定
は
、

質
践
的
立
揚
か
ら
す
る

に
非
ざ
れ
ば
行
は
れ
得
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
歴
史
的
賓
在
の
意
義
の
賓
睦
的
規
定
は
、

勿
論
、

製
徒
個
K

人
の
窓
意
的
友
る

主
観
的
資
践
的
立
場
か
ら
は
、
斯
か
る
立
揚
が
自
己
責
現
力
を
持
た
ざ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
所
詮
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
歴

史
的
責
在
の
意
義
の
寅
践
的
規
定
は
ど
う
し
て
も
歴
史
的
責
在
其
の
も
の
弘
中
に
内
在
し
生
動
せ
る
力
の
客
観
的
責
臨
的
立
揚
か
ら



な
さ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
。
而
も
此
の
歴
史
的
資
在
共
の
も
の
L
山
中
に
内
出
し
生
動
せ
る
力
の
容
規
的
資
践
的
立
場
に
立
っ
と
言
ふ
事

は
、
事
徒
自
身
の
主
観
的
責
践
的
立
場
が
充
分
に
そ
れ
を
合
み
得
る
も
の
と
た
っ
て
居
ら
ね
ば
、

事
徒
に
と
っ
て
は
不
可
能
で
あ

る。

此
の
割
に
歴
史
科
事
の
特
殊
の
困
難
が
存
す
る
わ
け
で
あ
り
、

又
此
の
却
に
歴
史
利
息
の
特
殊
の
使
命
が
存
す
る
わ
け
で
あ

る
。
此
の
賠
は
、
営
面
の
問
題
の
考
察
に
際
し
で
も
、
否
常
国
の
問
題
の
考
察
に
際
し
て
は
特
に
切
貨
に
、
反
省
を
要
す
る
の
で
あ

る
。
け
だ
し
枇
合
科
事
は
近
年
愈
々
其
の
構
成
を
失
っ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

本
稿
に
於
い
て
考
察
せ
ん
と
す
る
問
題
が
私
の
能
力
を
淫
か
に
超
絶
せ
る
も
の
で
あ
る
事
を
、
私
は
自
ら
よ
く
知
っ
て
ゐ
る
の
で

あ
る

に
も
か
、
は
ら
や
校
え
て
此
の
問
題
を
此
慮
に
採
0
上
げ
る
の
は
、

一
つ
に
は
勿
論
此
の
問
題
が
経
済
息
子
徒
の
首
面
せ
る
最

も
弔
一
大
な
る
問
胞
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
今
一
つ
に
は
本
涜
が
ぽ
か
な
ら
ぬ
応
附
作
旧
荘
一
教
授
の
御
還
鴨
川
紀
念
競
で
る
る
か
ら

で
あ
る
。
教
授
と
そ
は
斯
う
し
た
問
題
に
到
し
て
皐
問
酌
に
最
も
松
戚
あ
る
僻
答
を
m
叫
ん
へ
来
り
し
人
で
あ
む
¥
ず
一
現
に
間
一
へ
結
く
る

人
で
あ
る
。
共
の
教
授
の
御
薫
陶
を
、
市
も
数
授
の
人
格
的
事
間
的
影
響
力
烈
h

と
し
て
肺
加
を
突
く
が
如
く
な
り
し
若
き
日
よ
り

今
日
ま
で
、
約
一
一
十
年
の
長
き
に
亙
っ
て
引
き
つ
ピ
き
受
け
な
が
ら
、

つ
ひ
に
共
の
似
姿
ら
し
き
も
の
を
す
ら
う
つ
し
得
十
徒
ら
に

恩
師
の
串
間
の
成
大
さ
に
ま
す
/
¥
驚
倒
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
な
る
私
は
、

こ
h
h

に、

恩
師
の
御
港
暦
に
際
し
、
徐
り
に
も
不
出
H
な

る
自
分
を
御
詫
び
し
皮
い
の
で
あ
る
。

ーー

資
本
主
義
浸
落
論

昭
和
六
年
の
春
か
ら
昭
和
八
年
の
春
に
か
け
て
、
印
ち
、
世
界
恐
怖
の
獄
戚
凄
惨
を
極
め
し
只
中
に
於
い
て
、
私
は
、
恐
慌
の
停

資
本
主
義
?
と
支
那
事
舞

四



資
本
主
義
と
支
那
事
費

四
四

止
を
驚
ら
す
如
き
事
情
の
成
熟
せ
る
事
を
、
色
K

の
機
舎
に
護
表
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
此
の
判
断
は
、
山
界
経
済
の
共
の
後
の

経
過
に
依
っ
て
、
大
憶
に
於
い
て
賓
詮
さ
れ
た
と
一
一
一
日
ひ
得
る
か
の
ゃ
う
で
あ
る
が
、
私
が
斯
か
る
判
断
に
建
し
た
の
は
、
円
ロ
同
時
詳
論

せ
し
如
く
、
次
の
如
く
考
へ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
八
五

O
年
以
来
八
十
幾
年
に
亙
っ
て
、
年
々
の
財
界
的
高
司
間
以
引
細
川
額
{
金
物
倒
に
従

fQ)
の
指
数
と
位
界
的
貨
幣
用
金
存
在
揃

の
指
数
と
を
水
め
、
u

川
者
そ
後
者
で
除
し
て
見
る
占
、
ル
叫
ん
は
次
の
如
台
車
資
を
発
凡
す
も
の
で
あ
円
三
郎
ち
、

一
八
十
此
ハ
)
年
か
ら

一
九
一
四
年
ま
で
の
六
十
幾
年
の
長
き
に
亙
っ
て
、
斯
く
の
如
く
し
て
得
ら
れ
る
所
の
年
々
の
商
を
暦
年
の
順
に
従
っ
て
列
べ
て
兄

る
と
、

七
八
年
乃
至
十
一
一
一
年
を
一
期
と
す
る
所
の
波
動
を
其
庭
に
見
得
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
波
動
を
他
に
し
て
は
、
一
言
ふ
に
足

る
ほ
ど
の
礎
化
を
見
な
い
。
若
し
何
等
か
の
餐
化
あ
り
と
一
百
ひ
得
る
と
す
る
た
ら
ば
、
税
く
綬
慢
友
る
涯
一
械
の
趨
勢
で
あ
る
。
陣
内
山
る

に
、
一
疋
来
、
商
品
取
引
綿
瀬
を
貨
幣
用
金
存
在
頬
で
除
し
て
得
ら
れ
る
所
の
商
は
、
貨
幣
教
室
設
の
諭
議
に
際
し
て
よ
く
引
合
ひ
に

出
さ
れ
る
所
の
彼
の
所
謂
交
換
方
程
式
に
操
っ
て
瞭
か
た
る
如
〈
、
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
速
度
を
あ
ら
は
寸
筈
で
あ
る
ひ
従
つ

て

一
八
五

O
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
六
十
幾
年
に
聞
し
て
我
々
が
右
に
接
見
し
た
所
の
事
柄
は
、
共
の
長
い
年
月
に
亙
っ
て

貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
蓮
度
が
大
憶
に
於
い
て
礎
化
し
な
か
っ
た
事
を
、
而
し
て
若
し
そ
れ
の
鎚
化
が
あ
っ
た
と
一
一
日
ぴ
得
る
と
す

る
な
ら
ば
寧
る
極
〈
絞
慢
友
る
低
下
を
見
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
を
、
京
味
す
る
。
然
る
に
、

一
八
五

O
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
六

十
幾
年
は
、
世
界
粧
品
仰
が
事
責
上
大
憶
に
於
い
て
金
本
位
制
度
の
下
に
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
我
々
は
右
の
事
責
か
ら
、

金
本
位
制
度
の
下
に
於
い
て
は
世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
建
度
は
犬
般
に
於
い
て
不
愛
友
る
正
常
値
を
事
賓
上
持
っ
て
ゐ
る

の
で
山
い
た
い
か
と
の
感
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

拙稿「依然たる物債低務J(経替と経済)昭和六年八月腕。
!fH稿「長期E荷主主波留Jと世界恐慌J(経済論叢)昭和七年三月抗。
拙稿“An-Ex~mination of Prnfe:;sor Casselt.s Quantity Theory of Money'" 
(Kyoto University Economic Review) July， 1932 

柑l著「理論経済皐下」昭和十一年三月。



然
る
に
一
九
一
五
年
以
後
は
、
此
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
蓮
皮
の
指
数
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
っ
て
、

一
九
一
八
年

に
は
正
常
値
の
約
二
倍
に
友
り
、

一
九
一
一
一
年
に
は
急
持
直
下
し
て
正
常
値
に
梢
全
般
近
し
て
ゐ
る
が
共
の
次
の
年
か
ら
再
び
上
昇

し

一
九
二
五
年
に
は

E
常
値
の
了
七
倍
見
営
に
遣
し
、

そ
れ
を
頂
結
と
し
て
共
後
は
下
向
の
一
路
を
辿
り
・

は
巳
め
は
緩
慢
に

下
り
な
が
ら
や
が
て
急
落
に
時
ビ
、

一
九
一
一
一
一
年
に
は
既
に
正
常
値
を
割
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
謹
度
の
指
数
の
此
の
異
同
盟
を
、

「
一
九
二
一
一
年
乃
至

私
は
突
の
如
〈
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

二
O
年
迄
の
聞
に

(
世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
速
度
の
指
数
が
異
常
の
上
昇
を
見
た
の
は
、
常
時
諸
閣
の
貨
幣
が
金
と
の
結

貨
幣
と
金
と
が
結
び
つ
凶
り
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
存
在
し
て
ゐ
た
所
の
金
の
需
要
事
情
が
時
深
化
さ

れ
る
事
に
よ
っ
て
、
金
そ
の
も
の
と
慣
値
が
動
(
い
た
事
に
凶
る
)
」
一
従
ワ
て
、
世
界
的
貨
格
別
金
の
名
目
的
流
通
兆
丁
以
は
)
、
ア
メ

ぴ
付
き
を
総
た
れ
た
偽
に
)

リ
カ
に
よ
っ
て
金
本
位
へ
の
決
定
的
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
と
共
に
念
激
に
収
縮
し
て
正
常
的
大
さ
に
徐
程
近
づ
き
、
共
後
、
世
界

各
国
が
未
だ
金
本
位
制
に
腕
。
得
や
し
て
行
き
迷
へ
る
時
代
に
再
び
増
大
し
、
世
界
各
国
が
愈
々
金
本
位
に
復
腕
す
る
事
に
決
定
し

(
世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
口
的
流
通
遜
度
に
闘
す
る
)
義
の
経
験
法
則
が
し
か
く

容
易
に
改
繁
さ
れ
得
な
い
事
を
訴
す
も
の
で
は
な
か
ら
う

h
」。

た
頃
か
ら
又
K

牧
絡
を
始
め
て
ゐ
る
。
此
の
事
は
、

賞
に
斯
〈
の
如
き
見
方
か
ら
、

「
世
界
恐
慌
は
.
根
本
的
に
は
、
賓
に
、
此
の
経
験
的
法
則

私
は
夫
の
如
〈
1

一
川
じ
た
の
で
あ
る
。

の
強
行
的
貫
徹
に
由
る
。

若
し
そ
れ
が
大
過
無

本
稿
の
研
究
は

勿
論
極
め
て
不
完
全
な
る
も
の
で
あ
(
る
が
)

き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
恐
慌
が
H

と
こ
ま
で
緩
く
か
と
言
ふ
事
に
就
い
て
、
長
期
景
気
持
投
動
論
の
械
角
か
ら
の
一
管
見
を
試
み

る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
3

(

惟
う
に
一
九
=
二
年
ま
で
L
既
に
、

世
国
外
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
速
度
は
、

ぞ
れ
の
正
常
的
大

費
本
主
義
と
支
那
事
費

一
四
五

拙稿「長期畏気波動と世界恐慌」前掲、 11:[-1][2頁。
前掲拙稿、 "7頁o

2) 
3) 



費
本
主
義
と
支
那
事
費

一
四
六

い
さ
に
除
程
接
近
し
た
は
や
で
あ
り
、
或
は
寧
ろ
正
常
的
大
い
き
以
下
に
友
っ
た
か
も
知
れ
左
い

J
i
-
-
:
:
し
て
見
れ
ば
物
債
低
落

を
強
ひ
っ
L

あ
る
根
本
的
事
情
は
取
り
去
ら
れ
た
は
や
で
あ
る
。
乍
然
、
モ
れ
だ
け
の
理
由
で
直
ち
に
、
物
侵
低
落
は
停
止
す
る
と
考

へ
る
左
ら
ば
、
勿
論
、
誤
謬
に
路
ら
ざ
る
宇
一
得
友
い
。

費
動
の
堕
性
の
作
用
の
あ
る
事
を
看
過
す
る
事
は
出
来
た
い
。
今
後

の
問
題
に
閲
し
て
最
も
京
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
i
A

一
つ
は
、
各
圃
の
金
本
位
停
止
及
び
半
債
切
下
で
あ
る
。
若
し
世
界
の
主

高早
悶
沖:

作1
切

t-了
間I
TJ 
ナ
15 
11: 

tr 

〈
山
界
的
貨
幣
刷
会
の
名
目
的
流
油
消
一
皮
役
そ
れ
だ
け
引
下
げ
り
仙
一
明
ず
に
な
り
〉
、
"

れ
だ
け
物
債
低
落
の
喰
止
叉
は
反
動
高
へ
の
根
本
的
事
情
を
備
へ
る
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。
」

右
の
如
き
卑
見
を
溌
表
し
た
翌
年
の
春
に
は
ア
メ
リ
カ
が
金
本
位
を
停
止
し
徹
底
的
な
る
事
責
上
の
卒
慣
切
下
を
断
行
し
、

三
六
年
秋
に
は
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
金
，
フ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
を
見
た
。
市
し
て
世
界
経
済
の
彼
の
大
恐
慌
は
大
慌
に
於
い
て
一
丸

二
二
年
に
底
を
つ
き
、
爾
後
極
め
て
緩
慢
友
る
好
柑
聞
を
見
つ
L

、

一
九
三
六
年
頃
か
ら
梢
々
好
景
気
ら
し
き
現
象
設
呈
す
る
に
至
つ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
‘

一
八
五

O
年
乃
至
一
九
一
凶
年
の
聞
に
於
け
る
経
験
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
る
世
界
的
貨
幣
用
金
の
金
本
位

制
下
に
於
け
る
名
目
的
流
通
速
度
を
根
撲
と
す
る
我
々
の
抽
出
測
は
、
大
樫
に
於
い
て
趨
中
し
た
る
か
の
如
〈
で
る
る
。
け
れ
ど
も
寅

は
必
や
し
も
さ
う
は
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
世
界
経
済
の
最
近
の
動
向
は
、
大
戦
前
の
経
験
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
る
右
の
如
き

経
験
法
則
を
根
城
と
し
て
預
測
を
行
ふ
事
の
危
険
を
、
換
言
す
れ
ば
大
戦
後
の
世
界
経
済
が
大
戦
前
の
そ
れ
に
北
し
て
椅
建
的
に
費

化
せ
る
事
宮
、
如
寅
に
物
語
る
も
の
L
如
〈
見
え
る
の
で
あ
る
。

此
の
事
は
世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
蓮
度
に
於
け
る
共
の
投
手
乞
見
る
だ
け
で
も
わ
か
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
き
わ

如
く
た
っ
て
ゐ
る
。

手一

前掲州稿、Il7-119頁。
これは僻考に方於号れνい、て遮へる如〈図際聯E照誼の「世界D原原lJi産理物の一般生産指敷」を
計1算草白基礎としてゐ畠。今同ピ本の12勾3頁に掲げられる1所珂の「世界ι、工鎖F摩賢物
の年生産指数」に捺りれ、それを宕私‘白量裳主の研究(例へばI前t罰拍ij
z円92巧5-1叩92巧9年の年平均指霊数主U詩がt私心量養主白研究に於ける可dれしとF戸向元司j様 lにこ 12斗4.5μ4とな

九

4) 
5) 
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品
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CN 
U
4
・一

備
考

生
産
指
数
は

Hbω
間

z
o
c
『
足
己
S
主

4
F
4
3
己
(
】
可
』
「
。
ι
=
n
E
3
ヨ
P
ロ
晶
司
2
0
9
f
r
vい
『

l
l
M
m
f

司
=
。
に
掲
げ
ら
れ
る
世
界
の
原
産
物
の
一
般

生
産
指
数
に
同
足
早
を
乗
じ
た
る
も
の
で
あ
る
。

斯
か
る
数
を
乗
じ
た
の
は
、
占
有
の
閥
際
聯
盟
の

指
数
が
一
九
二
五

l
一
九
二
九
年
り
年
平
均
を

H
G
(
)

と
し
て
ゐ
る
の
に
、

私
の
暴
白
研
究
に
於

い
て
は
そ
れ
が
同
伊
抽
出
品
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
る
の
私
の
こ
れ
古
で
の
算
出
法
に
従
は
ず
に

刈
際
櫛
調
。
間
設
「
一
陀
る
刀
正
、

A
t
宥
力
む
が
一
泊
り
什
晴
的
な
も
乃
で
あ
一
む
か
ら
で
あ
り
、
工
濯
物
市
一
帳
生
摩
市
教
に
従
立

γ
に
原
産
物
の
そ
れ

に
従
る
の
も
、
後
者
の
算
出
法
の
方
が
前
者
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
A
日
開
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

紙
幣
物
債
指
数
は
英
国
ス
テ
イ
チ
ス
ト
の
卸
買
物
情
指
数
に
、
そ
れ
白
一
九
一
一
一
一
年
の
設
航
を
】
き
と
な
す
如
き
教
を
乗
じ
た
る
も
の
。
斯
か
る

款
を
乗
ピ
た
の
は
、
私
の
裳
の
研
究
と
の
結
び
つ
き
を
可
能
に
す
る
震
で
あ
る
。

金
債
格
指
数
は
、

均
債
絡
に
捺
目
、

『

ゐ

ω悶
Z
0
3『

Z
己
吉
コ
白
日
目
円
旦
自
己
目
。
己
〈
m司
ー
=
3
3
r
w
H
唱一む
I
M
P
-
r
同
小
吋

一
九
二
九
年
の
そ
れ
を

g
c
と
し
て
割
り
出
す
。

に
掲
げ
ら
れ
る
失
負
で
首
ひ
現
ほ
さ
れ
た
る
金
の
平

金
物
侵
指
数
は
、
紙
幣
物
情
指
数
を
八
軍
備
格
指
数
に
で
除
し
た
る
も
の
。

生
産
物
穏
健
格
指
数
は
生
産
指
数
に
金
物
情
指
数
を
乗
じ
た
る
も
の
。

貨
融
市
用
金
現
十
化
合
同
は
、

一
九
二
九
年
の
数
値
は

-
c
E
d
E
f
-
-
J，
t
o
p
-
v
-
L
V
L
《
吉

5
2
E
-
5
3
7
z
F
Fの
P
R
2
3『
5
5
2
0丘
Z
S
に
掲

げ
ら
れ
る
も
の
、
そ
の
以
後
の
も
の
は
、

A
H
川
該
年
の
世
界
の
金
産
制
に
白
・

8
之
を
莱
ピ
た
る
も
の
を
常
該
年
に
於
け
る
骨
界
的
資
幣
用
金
暫
加
量
と

整
本
主
義
と
支
那
事
費

四
七

墨やうに、それに1.38，8を乗ずる正、if:jま指数の欄は次の如〈なる。 ，，8.7S，
122.68， 109・77，何回76，I07.83， 1][:7.96) 13z.81， 152・24，164.32;従って生
産物総領格指数は 186.52，138.75， 9S.57， 65・40，69.23， 70・[9，79.02， 96. 
98， 1. 19・95;名目的流詔速度は :-'1[26，，1-，91.6， 63.6， 41.1， 42.4， 41.8， 45・'， 54.3， 65.0となる。



費
本
主
義
と
支
那
事
費

四
i¥. 

看
倣
し
ワ
L

算
出
、

-A凶一
目
叶
品
左
言
ふ
数
値
は
、

一
九
二
六
i

ニ
九
年
の
世
界
の
金
産
線
制
と
同
期
間
に
於
け
る
世
界
的
貨
幣
用
金
噌
加
量
(
右
の

}内

F
R
r
u
の
計
算
に
披
る
)
止
の
比
較
に
依
っ
て
伴
ら
れ
た
る
も
の
o

A

出
産
額
は
前
掲
間
際
聯
問
統
計
年
観
一
五
七
頁
に
撮
る
。

貨
幣
用
金
指
較
は
一
九
一
一
ニ
年
の
世
界
の
貨
融
市
川
金
現
布
高
(
右
の

}
h
M
E
V
E
r
m
計
算
に
撮
る
〉
を
】
き
と
し
て
算
出
。

一
九
二
一
一
年
を
共
準
年
止

す
る
の
は
、
私
の
桑
の
研
究
と
の
結
び
つ
き
を
可
能
に
す
る
唐
山
で
あ
る
。

名
目
的
流
掴
速
度
の
指
数
は
、
生
串
陀
物
抽
岨
償
協
指
較
を
貨
幣
用
金
指
陵
に
で
除
し
た
る
も
の
。

」
八
五

(O年
か
ら
戸
九
一
四
年
ま
で
の
聞
の
絞
験
、
佐
悲
礎
」
し
て
我
々
が
別
注
し
た
山
川
の
金
本
似
川
ぃ
以
の
ド
に
於
村
る
市
川
界
的
判
民

蜘
市
則
金
の
名
目
的
九
州
迅
速
皮
の
指
数
は
、

一
九
一
三
年
を
某
準
年
と
し
て
之
を
見
れ
ば
、
犬
槌
八

O
見
営
で
あ
る
。
従
っ
て
、
位
界

的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
速
度
の
指
数
が
一
九
三
五
年
に
於
い
て
四
五
に
な
っ
た
と
一
一
一
口
ふ
事
は
、

そ
れ
が
其
の
正
常
値
の
五
六
パ

セ
ン
ト
に
低
下
し
た
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、

又、

一
九
三
七
年
に
於
い
て
五
七
・
一
を
示
す
と
言
ふ
事
は
、

そ
れ
が
其
の
正
常

値
の
七
一
パ
セ
ン
ト
の
所
に
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
大
戦
前
の
経
験
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
る
世
界

的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
速
度
に
関
す
る
経
験
法
則
が
若
し
今
日
に
於
い
て
も
比
較
的
有
力
に
作
用
し
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
迅
速
度
が
斯
く
の
如
〈
低
下
す
る
筈
は
友
い
の
で
る
り
、
依
り
に
共
の
低
下
が
異
常
左
る
高
位
よ
り

正
常
的
高
さ
へ
の
急
落
の
堕
性
と
し
て
説
明
し
得
ら
れ
る
と
し
て
も
、
世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
迅
速
度
が
斯
か
る
低
位
に
比

較
的
長
い
間
低
迷
す
る
筈
は
な
い
し
、
殊
に
世
界
的
貨
幣
則
金
の
名
目
的
流
迅
速
度
が
共
の
一
五
常
値
よ
り
も
ま
だ
透
か
下
に
る
る
の

比
一
九
三
七
年
に
既
に
景
気
上
昇
が
停
止
し
て
不
景
気
に
轄
落
す
る
と
一
一
員
ふ
ゃ
う
た
事
は
な
い
筈
で
ま
る
。

大
戦
後
の
世
界
経
済
の
椿
治
愛
化
に
闘
し
て
は
、

我
々
は
右
の
も
の
よ
り
も
更
忙
端
的
在
る
表
現
を
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、

そ
の
量
に
於
い
て
も
そ
の
持
積
牲
に
於
い
て
も
犬
戦
前
と
全
然
共
の
姿
を
具
に
し
た
る
失
業
で
あ
る
。
資
本
主
義
的



景
気
は
一
九
三
二
年
を
大
鰭
属
と
し
て
緩
慢
な
る
好
轄
の
路
を
辿
り
殊
に
一
九
三
六
年
頃
か
ら
は
そ
れ
が
愈
と
顕
著
と
在
っ
た
の
で

あ
る
が
、
景
気
が
如
何
に
立
直
っ
て
も
所
謂
資
本
主
義
国
は
今
日
依
然
と
し
て
大
戦
前
の
恐
慌
時
も
及
ば
ぬ
失
業
を
擁
し
て
ゐ
る
。

大
戦
後
の
世
界
経
済
の
構
造
建
化
の
基
本
的
と
る
も
の
と
し
て
は
、
我
々
は
何
よ
り
も
先
づ
、
戦
時
及
び
戦
後
の
世
界
経
済
の
混

飢
に
依
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
所
の
資
本
主
義
の
濁
占
資
本
主
義
化
を
掲
げ
ね
ば
友
ら
む
。

一
光
来
資
本
主
義
の
下
に
必
然
的
に
生

や
る
所
の
同
定
資
本
の
増
大
は
、
周
知
の
如
く
、
企
業
の
集
中
を
、
従
っ
て
資
本
主
義
の
猫
占
資
本
主
義
化
を
、
必
然
的
に
結
果
ナ

る
も
の
で
る
る
。
然
る
陀
、
大
戦
中
に
念
場
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
各
国
が
採
用
し
売
所
の
経
済
統
制
は
、
結
印
引
に
於
い
て
は
各
園
の

市
民
本
主
義
の
濁
占
資
本
主
義
化
の
傾
向
に
断
然
拍
車
を
加
一
ヘ
る
事
に
友
っ
た
の
で
あ
り
、

又
、
戦
時
乃
至
戦
後
に
異
常
に
膨
脹
せ
る

聞
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
速
度
の
戦
後
に
於
け
る
牧
縮
過
程
も
亦
、

A
口
限
化
運
動
や
各
閣
の
経
済
的
吋
鎖
政
策
h
f
b
t
誘
穫
す

五
紅
枠
亡
ー
ム
コ
亡
、

-
-
J
I
-
-
-

件
閣
の
資
本
主
義
の
狗
出
資
本
主
義
化
の
削
向
を
刺
戟
し
新
け
も
μ

め
で
る
る
c

然
る
に
完
全
一
に
或
は
不
完
全
に
濁
占
化
し
た
る
企
業
乃
至
企
業
結
合
は
、

或
は
直
接
的
に
、

或
は
債
格
指
令
を
通
じ
て
間
接
的

に
生
産
を
制
限
し
て
属
議
の
)
濁
占
利
潤
を
獲
得
し
、
乃
至
は
、
損
失
を
他
に
縛
嫁
し
よ
う
と
す
る
の
が
常
で
る
る

1
i勿
論
例
外

が
無
い
わ
け
で
は
な
い
1
1
1
が、

一
方
で
は
首
該
産
業
に
於
け
る
資
本
投
下
の
制
限
を
意
味
し
、
他
方
で
は
祉
会
的
利

共
の
事
は
、

潤
中
の
ま
す
ま
す
犬
な
る
部
分
を
斯
〈
し
て
引
き
去
る
事
に
依
っ
て
其
他
の
産
業
の
奥
り
得
る
利
潤
を
ま
ず
ま
ず
慌
少
に
し
そ
れ
等

の
産
業
の
利
潤
率
を
低
下
」
、
共
等
の
産
業
へ
の
投
資
を
も
廓
迫
ー
す
る
。
而
も
此
の
事
は
岡
氏
所
得
を
そ
れ
だ
け
少
く
す
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、

そ
れ
だ
け
又
猫
占
産
業
に
於
け
る
投
資
を
も
摩
迫
す
る
。
資
本
主
義
の
褒
展
段
階
に
於
い
て
は
、
不
況
が
綾
け
ば
金
融

機
闘
の
準
備
卒
が
尖
第
に
大
き
く
な
り
や
が
て
金
利
が
引
下
げ
ら
れ
銀
行
の
貸
付
利
率
が
事
業
界
の
利
徒
卒
を
下
組
る
や
う
に
な

資
本
主
義
・
と
支
那
事
費

四
プL

此由里吉は、貨はもっと蔵野なる諭謹:!~::~;ずる。それに就いては Kyoto Univer-
sity Economic Review白 1939年一月械に設表せ bるべき拙稿Onthe General 
Profit-Rateに譲る。
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委
本
主
義
と
支
那
事
費

王E
C 

り
、
資
金
が
市
揚
に
流
出
し
て
行
く
の
で
る
る
が
、
資
本
主
義
が
濁
占
段
階
に
入
っ
て
一
般
利
潤
卒
が
右
の
如
く
低
落
し
て
し
ま
ふ

と
、
銀
行
が
如
何
に
貸
付
利
率
を
低
下
し
よ
う
と
し
て
も
、
銀
行
の
行
ひ
得
る
程
度
の
貸
付
利
率
低
下
を
以
っ
て
し
て
は
、
事
業
界

の
利
鏡
卒
左
下
廻
る
事
は
非
常
に
困
難
忙
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
資
本
干
義
の
濁
占
資
本
主
義
化
に
連
れ
て
生
産
物
と
資
本
と

の
過
剰
が
、
印
ち
購
買
者
を
見
出
し
符
ざ
る
生
産
物
と
投
資
口
を
見
出
し
得
ざ
る
資
金
と
の
堆
積
が
、
恒
常
的
現
象
と
な
り
、
不
景

気
の
執
拘
悦
が
聞
に
れ
は
っ
て
取
る
り

の
み
な
ら
や
、
資
本
主
義
の
閉
山
資
本
主
義
化
此
更
に
.
後
一
叫
ん
す
都
知
J
¥

一
か
仔

Alzf品川

一

J
b
i
i
u
d
4
}上
相
ド

運
動
を
刺
戟
し
普
遍
化
し
激
化
す
る
傾
向
を
有
し
、
他
方
で
は
生
産
力
の
褒
展
を
阻
害
し
園
際
分
業
を
切
断
す
る
傾
向
左
右
す
る
も

の
で
る
る
が
、
之
等
の
事
は
、
直
接
間
接
に
企
業
の
牧
盆
率
を
減
殺
し
、
投
資
衝
動
を
段
損
し
、
右
に
展
開
せ
ら
れ
た
る
生
産
過
剰

乃
至
資
本
過
剰
の
傾
向
を
加
重
す
る
。
従
っ
て
銀
行
の
通
貨
創
法
機
能
は
そ
れ
だ
け
護
揮
し
得
ら
れ
ざ
る
事
に
た
り
、
貨
幣
閉
金
の

名
目
的
流
通
速
度
は
そ
れ
だ
け
抑
制
さ
れ
る
事
に
怠
る
。

然
る
に
此
の
事
は
投
資
の
伸
張
力
喪
失
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
央
業
|
|
而
も
恒
久
性
を
有
す
る
l

l

l
の
激
増
を
件

は
や
'
に
は
置
か
友
い
。

の
み
な
ら
や
、
回
定
資
本
の
増
大

l
lそ
れ
は
草
に
資
本
主
義
一
般
に
共
通
な
る
生
産
力
刺
戟
凶
に
依
っ
て

生
ぜ
し
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
や
、
濁
占
資
本
主
義
段
階
に
特
に
顕
著
な
る
努
働
迩
動
其
の
事
に
凶
る
企
業
収
得
卒
減
殺
乃
至
企
業
安

全
性
鍛
損
や
合
現
化
運
動
に
依
つ
で
も
促
進
さ
れ
る
1

ー
は
そ
れ
自
躍
、
投
下
資
本
一
定
額
首
り
の
雇
傭
第
働
者
数
を
減
少
せ
し
め

ゃ
に
は
置
か
友
い
の
で
あ
り
、
叉
、
持
働
運
動
に
依
る
持
賃
引
上
げ

l
そ
れ
は
往
々
に
し
て
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
〈
大
友
る
も

の
で
は
な
い
1
1ーも、

そ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
生
や
る
固
定
資
本
の
増
大
の
作
用
を
離
れ
て
も
、
資
本
一
定
相
官
り
の
雇
傭
労
働
者
数

を
減
少
せ
し
め
や
に
は
置
か
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
之
等
の
失
業
誘
議
事
情
が
、
大
戦
中
乃
至
大
戦
直
後
に
異
常
に
膨
脹
せ
し
め
ら

此の~Iiに就ν、ては、なほ、銀行論叢昭和十三年十一月掠に於げる拙稿「金融機
闘の職能の重量質」参照。
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れ
た
る
世
界
的
貨
幣
用
金
の
名
目
的
流
通
蓮
皮
の
共
後
の
牧
縮
過
程
の
作
用
と
複
合
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
量
に
於
い
て
も
そ
の
持

積
世
に
於
い
て
も
大
戦
前
の
そ
れ
と
全
然
共
の
姿
を
異
に
し
た
る
大
戦
後
の
失
業
は
、
斯
く
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
右
に
考
察
さ
れ
た
る
資
本
主
義
の
動
限
硬
化
の
過
程
は
、
同
時
に
経
済
活
動
の
政
治
化
の
過
程
で
も
あ
る
。

先
づ
失
業
の
激
増
と
恒
久
化
と
は
、
肉
と
た
り
果
と
な
っ
て
弊
働
運
動
を
刺
戟
し
組
織
し
尖
鋭
化
す
る
。
州
抑
低
漣
動
は
斯
く
し
て

ま
す
ま
す
政
治
化
す
る
。
市
も
そ
れ
が
叉
因
と
友
り
旧
市
と
恋
っ
て
資
本
の
自
己
擁
議
運
動
を
ま
す
ま
す
多
く
政
治
化
す
る
。
元
来
岡

定
資
本
が
増
大
し
資
本
主
義
が
濁
占
資
本
主
義
化
す
る
に
連
れ
て
、
産
業
の
創
業
乃
至
繕
槙
に
就
い
て
金
融
機
関
の
協
力
の
必
要
と

さ
れ
る
程
度
が
増
加
す
る
の
で
る
る
が
、
そ
の
事
は
同
時
に
産
業
経
告
に
到
す
る
金
融
機
関
の
制
請
の
増
加
を
伴
は
十
に
は
置
か
友

ぃ
。
斯
く
し
て
関
民
経
消
の
注
日
常
は
究
第
に
小
数
の
犬
金
融
機
関
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
や
う
に
た
る
の
で
あ
る
郎
、
斯
く
の
如
き

小
数
の
大
金
融
機
闘
は
そ
れ
自
憾
小
数
の
大
資
本
家
の
支
配
の
下
に
る
る
の
が
常
で
あ
る
。
資
本
は
斯
〈
し
て
愈
ミ
組
織
さ
れ
る
の

で
あ
り
、

そ
れ
に
従
っ
て
資
本
の
自
己
擁
護
運
動
は
ま
ず
ま
ず
多
く
政
治
化
す
る
。
而
も
そ
れ
は
又
図
と
九
な
り
呆
と
な
っ
て
柑
労
働
運

動
の
政
治
化
を
促
進
す
る
。

突
に
資
本
主
義
が
動
脈
硬
化
症
に
悩
ん
で
来
る
に
従
っ
て
、
過
剰
生
産
物
乃
至
過
剰
資
本
の
捌
口
た
る
楠
民
地
の
要
望
が
愈
と
強

く
な
り
、
そ
れ
を
支
援
す
る
潟
の
園
家
活
動
が
愈
を
期
待
さ
れ
る
や
う
に
友
る
。
然
る
に
植
民
地
の
確
保
乃
至
獲
得
の
矯
に
は
.

方
で
は
植
民
地
民
自
醐
閣
の
反
抗
ー
ー
ー
そ
れ
は
他
民
地
自
慢
の
ほ
ん
族
資
本
の
設
建
と
民
族
的
自
費
と
に
依
っ
て
強
化
さ
れ
る

1

1
と

戦
は
ね
ば
左
ら
な
い
し
、
他
方
で
は
帝
国
主
義
諸
闘
の
妨
害

|
lそ
れ
は
植
民
地
化
さ
れ
得
ぺ
き
飴
地
が
た
く
友
る
と
頓
に
強
化
さ

れ
る
ー
ー
と
戦
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
戦
争
の
危
機
を
苧
ん
だ
険
悪
左
る
事
態
が
支
配
的
と
な
る
。
而
も
此
の
事
は
‘
園
民
の

資
本
主
義
と
支
那
事
費

五



養
本
主
義
と
支
那
事
費

五

閥
心
を
外
に
特
や
る
事
に
依
っ
て
園
内
の
社
合
12女
を
銀
座
せ
し
め
ん
と
す
る
一
部
の
努
力
や
、
軍
需
の
増
加
に
依
っ
て
さ
も
紅
け

れ
ば
過
剰
設
備
に
依
勺
て
困
窮
す
る
で
あ
ら
う
重
工
業
に
段
盛
を
来
さ
ん
と
す
る
一
部
の
策
動
ゃ
に
依
っ
て
、
激
化
さ
れ
る
。

大
戦
後
の
世
界
経
済
の
構
遇
措
史
化
の
泉
本
的
友
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
私
は
右
に
於
い
て
、
資
本
主
義
の
相
側
出
資
本
主
義
化
を

県
げ
、
そ
れ
の
作
用
を
簡
単
に
考
然
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
戦
後
の
世
界
経
憐
の
構
造
費
化
の
基
本
的
な
る
も
の
と
し
て
は
、
更
に

ロ
シ
ヤ
の
革
命
が
掲
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
お
。
世
界
の
地
域
の
六
分

ω
一
、
世
界
の
人
口
の
十
分
の
つ
を
妹
寸
る
了
V

ヤ
に
叫
附
け
る

革
命
の
般
山
川
は
.
官
阿
部
資
!
神
4
1
義
に
司
界
大
た
る
劃
裂
を
4
4
せ
し
比
中
に
は
置
か
た
い
。
け
だ
し
そ
れ
は
そ
れ
だ
付
の
も
の
が
世
界
資

本
主
義
の
分
業
韓
系
の
中
か
ら
切
り
去
ら
れ
た
と
一
一
一
日
ふ
だ
け
に
止
ま
ら
中
、
革
命
の
成
坊
共
の
事
が
既
に
各
園
の
舵
曾
不
安
を
刺
戟

す
る
の
み
た
ら
十
、

ロ
シ
ヤ
に
根
城
を
得
た
る
共
産
主
義
の
策
を
税
め
た
る
宣
停
と
策
謀
と
は
各
閣
の
祉
曾
不
安
を
激
化
し
、
植
民

地
の
反
抗
を
尖
鋭
化
す
る
。
之
等
の
事
は
、
右
に
考
察
し
た
る
妥
本
主
義
の
濁
肖
資
本
主
義
化
に
由
来
す
る
資
本
主
義
波
落
過
程
の

病
的
諸
現
象
を
愈
と
甚
だ
し
く
せ
や
に
は
置
か
な
い
の
で
あ
る
。

併
し
大
戦
後

l
ー
と
言
つ
で
も
比
較
的
最
近
ー
ー
の
世
界
経
済
に
は
、

る
。
そ
れ
は
世
界
を
場
げ
て
鹿
市
併
と
し
て
接
頭
し
来
れ
る
国
家
主
義
で
あ
る
。
人
は
こ
れ
を
経
済
の
政
治
化
の
今
一
つ
の
も
の
と
看

今
一
つ
の
極
め
て
恭
本
的
友
る
構
造
慶
化
が
生
じ
て
ゐ

倣
し
得
る
で
る
ら
う
し
、

又
、
右
に
考
察
せ
ら
れ
た
る
諸
事
情
の
一
つ
の
結
果
と
考
へ
得
る
で
も
あ
ら
う
。

資
本
主
義
が
動
脈
硬
化
症
に
陥
っ
て
共
の
使
命
を
同
市
し
得
友
〈
友
る
に
連
れ
、
右
に
考
察
し
た
る
が
如
き
経
済
的
窮
泊
と
杭
ム
目
的

不
安
と
が
愈
よ
高
じ
、
園
カ
を
焼
損
せ
し
め
商
家
の
存
立
を
危
か
ら
し
め
る
に
す
ら
至
る
。
殊
に
ロ
シ
ヤ
忙
於
い
て
持
働
者
農
民
が

従
来
の
国
家
に
見
限
り
を
つ
け
て
反
旗
を
ひ
る
が
へ
し
以
っ
て
彼
等
自
身
の
園
を
戦
ひ
取
っ
て
か
ら
は
、
共
の
策
を
極
め
た
る
宣
侮

私は本稿ではI比四概念を愛閥主義、図梓主義、国民主義、鴎民共同世主義、図
民市上合主義等をも合む極めて庚ぃ意味に於いて用ゐる。
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と
策
謀
と
に
莱
ぜ
ら
れ
易
き
動
脈
硬
化
症
に
陥
れ
る
資
本
主
義
を
共
の
僅
に
し
て
置
く
事
は
、
愈
と
鴎
家
生
活
を
不
安
に
陥
れ
る
事

に
な
る

の
み
た
ら
や
右
に
考
察
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
世
界
経
済
の
泉
本
的
事
情
の
下
に
於
い
て
は
、

そ
れ
自
身
の
勢
力
圏
内
に
充

分
注
る
園
防
産
業
の
基
礎
そ
れ
は
今
日
の
戦
争
技
術
か
ら
す
れ
ば
相
営
成
大
な
る
地
域
を
前
提
す
る
1

lを
有
せ
ざ
る
一
持
た

ざ
る
園
」
は
、

そ
れ
を
有
せ
る
「
持
て
る
園
」
の
指
令
下
に
註
か
れ
る
危
険
に
晒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
園
家
の
生
命
の
殻
展

に
強
き
関
心
を
有
す
る
人
は
、
岡
家
的
立
揚
か
ら
資
本
主
義
を
凌
草
し
て
内
部
の
禍
根
宇
一
去
り
世
界
的
戦
争
時
代
に
庭
し
て
閣
を
銭

す
に
必
要
怒
る
闇
防
産
業
の
基
礎
を
確
保
乃
至
獲
得
す
べ
く
、
立
ち
上
る
の
で
あ
る
。

と
一
一
一
一
問
。
て
も
、
勿
論
、
国
家
主
義
的
運
動
が
は
じ
め
か
ら
純
買
に
図
家
的
立
場
に
徹
し
た
る
人
rz
の
み
に
依
っ
て
指
導
さ
れ
促
進

さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
図
家
主
義
的
政
策
が
然
ら
ざ
る
立
場
か
ら
の
政
策
と
常
に
背
離
す
る
と
も
限
ら
友
い
。
否
、
多
く
の
揚

合
に
国
家
主
義
的
政
策
は
然
ら
ざ
る
立
判
明
か
ら
の
政
策
と
符
ム
日
寸
'
ろ
の
F
V

じ
め
り
、

巴
こ
仁
、
コ
企
亡
土
う
J

三人
Z
5
'
-
4
1
リ
L
-
ず
る
菅

!
日
』
七

J
!古
川
比
珂
凡

F
作
J
K伊

〈

「

級
に
よ
っ
て
国
家
主
義
運
動
が
呼
ぴ
起
さ
れ
る
の
で
も
あ
る
。
市
場
の
依
之
と
枇
曾
不
安
と
に
悩
め
る
資
本
家
が
、
植
民
地
を
獲
得

し
た
り
持
働
運
動
鎮
座
の
機
舎
を
作
っ
た
り
園
民
の
関
心
を
外
に
向
け
た
り
軍
・
需
増
加
に
依
っ
て
購
買
力
候
乏
の
梢
ひ
を
得
た
り
す

る
潟
に
国
家
主
義
運
動
を
煽
り
、
又
.
枇
舎
不
安
の
緩
和
と
購
買
力
の
増
加
と
を
得
ん
が
矯
に
枇
合
政
策
を
誕
歌
す
る
が
如
き
、

又、

生
前
不
安
に
悩
め
る
労
働
者
が
枇
曾
政
策
の
徹
底
と
資
本
主
義
蟹
革
と
の
震
に
国
家
主
義
運
動
に
走
る
が
如
き
は
剖
ち
之
で
あ
る
。

従
っ
て
闇
家
主
義
運
動
は
往
々
に
し
て
偶
々
問
題
と
な
る
所
の
閥
家
主
義
的
政
策
を
有
利
と
す
る
特
殊
の
階
級
の
利
益
の
鶴
の
運
動

以
外
の
何
物
で
も
な
い
か
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
の
で
る
る
。
殊
に
、
国
家
主
義
的
政
策
が
労
働
者
の
階
級
闘
争
を
抑
制
し
閥
防
産
業

の
基
礎
の
確
保
乃
至
獲
得
を
企
闘
し
且
過
激
た
る
破
壊
的
費
革
を
同
魁
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
凡
そ
そ
れ
等
の
政
策
を
資

費
本
主
義
と
支
那
事
費

一
五
三



資
本
主
義
と
長
那
市
計
簿

-Ji. 
li~J 

本
株
誌
臥
策
以
外
わ
何
併
で
も
た
い
と
新
倣
L
来
っ
た
マ
月
夕
、
γ

ス
ト
を
l
て

同
家
主
千
流
出
動
山
山
本
川
川
口
青
木
寸
J

議
制
政
迎
刊
に

他
左
ら
や
と
の
見
解
を
採
る
に
至
ら
し
め
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、

か
り
に
国
家
主
義
運
動
が
何
等
わ
の
階
級
的
利
羽
生
の
矯
に
利
用
す

べ
〈
呼
び
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も

1
l貨
は
必
や
し
も
さ
う
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
が

l
l、
利
用
者
が
E
に
そ
れ
に
呼

び
掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
幣
在
的
力
を
同
家
主
義
迩
動
が
既
に
持
っ
て
ゐ
た
と
言
ふ
事
、
及
び
、

一
度
ぴ
呼
び
出
さ
れ
る
や
否

や
岡
家
主
義
泣
動
以
モ
れ
臼
身
日
却
を
い
向
め
力
在
伽
へ
吋
¥
刺
用
者
自
慌
を
も
批
判
す
る
に
一
主
り
得
る
も
の

E
あ
る
と
一
巳
一
三
千
品
事
、
そ

れ
は
否
定
す
る
事
の
出
来
な
い
事
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
し
て
、
資
本
主
義
が
動
脈
硬
化
症
に
陥
っ
て
共
の
使
命
を
県
し
得
な
く
た
る
に
連
れ
て
岡
家
主
義
が
世
界
を
泉
げ

τ

諺
済
と
し
て
擾
頭
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
、
国
家
主
義
運
動
は
何
れ
の
闘
に
於
い
て
も
同
一
の
力
を
以
っ
て
殻
展
ず
る
わ
け

で
は
な
い
。
共
の
図
民
性
が
元
来
闘
家
主
義
的
で
る
閥
、
後
れ
て
旦
共
の
指
導
の
下
に
資
本
主
義
を
採
り
入
れ
た
る
も
の
で
る
る
が

故
に
共
の
園
民
が
未
だ
充
分
に
市
民
主
義
化
し
得
て
ゐ
友
い
園
、
共
の
内
部
に
於
い
て
資
本
主
義
的
動
脈
硬
化
の
症
欣
甚
だ
し
く
経

済
的
窮
迫
と
粧
台
的
不
安
と
が
そ
の
根
底
を
動
揺
せ
し
め
て
ゐ
る
園
、
地
理
的
乃
至
枇
合
同
的
関
係
上
ロ
シ
ヤ
の
赤
化
作
用
の
危
険
に

晒
さ
れ
る
事
大
な
る
圏
、
官
同
源
乏
し
ぐ
乃
至
は
偏
し
て
世
界
経
済
の
現
段
階
に
廃
し
て
闘
を
友
す
上
に
何
と
し
て
も
固
防
産
業
の
基

礎
の
獲
得
を
要
す
る
園
、
さ
う
し
た
図
は
然
ら
ざ
る
園
よ
り
も
ヨ
リ
強
き
国
家
主
義
運
動
を
展
開
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。

然
る
に
斯
〈
の
如
き
国
家
主
義
運
動
は
、
品
業
に
考
察
さ
れ
た
る
資
本
主
義
擁
諜
運
動
及
び
左
翼
的
革
命
逗
動
と
複
合
し
競
合
し
で

現
貨
の
世
界
経
済
を
動
か
し
て
ゐ
る
の
で
る
っ
て
、
世
界
経
消
は
斯
く
し
て
醸
し
出
さ
れ
る
混
沌
欣
態
を
通
じ
て
、
歩
一
歩
、
新
秩

序
ー
ー
そ
れ
は
動
脈
硬
化
に
陥
れ
る
資
本
主
義
を
清
算
し
岡
家
意
志
に
依
っ
て
統
一
賞
さ
れ
る
所
の
、
旦
、
生
産
力
の
現
段
階
に
附
…
雁



せ
る
圃
防
産
業
の
基
礎
を
共
の
内
に
保
有
す
る
ほ
ど
の
地
域
を
擁
す
る
所
の
、
諸
々
の
経
済
フ
ロ
ヅ
ク
に
依
っ
て
、
構
成
さ
れ
る
で

あ
ら
う
の
建
設
に
向
っ
て
進
ん
で
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
支
那
事
受
は
賓
に
斯
か
る
世
界
経
済
の
動
向
の
一
断
固
で
あ
る
の
で

あ
る
。

一
支

~ß 

事

費

日
本
資
本
主
義
が
既
に
濁
占
段
階
に
深
入
り
し
て
ゐ
る
事
、

友
刊
日
、
資
本
主
義
的
動
脈
硬
化
の
諸
々
の
症
欣
を
既
に
露
呈
し
た
事
、

そ
れ
は
蔽
ふ
べ
く
も
な
い
事
寅
で
あ
る
。
満
洲
事
費
頃
ま
で
の
彼
の
深
刻
左
る
不
景
気
、
殊
に
農
村
に
於
け
る
疲
弊
、
打
ち
続
く
百
…

知
の
入
超
、
満
洲
の
樺
一
一
侃
の
動
建
、
而
も
期
う
し
た
事
態
を
背
景
と
し
ロ
シ
ヤ
の
数
唆
に
禄
ら
れ
て
燦
原
の
火
の
如
ぐ
庚
が
り
し
疋

翼
運
動
と
そ
れ
に
削
る
虻
品
開
不
安
の
深
刻
化
、

満
洲
宰
唆
後
の
波
の
ー

ミ

》

;

〉

1

一

一
泊
戸
ォ

d
o
L
問
娘
、

I
U
一

'
r
b
F
3
Z
'
ー
し
弘
主
「
、

J

¥

一;

1
高

Jι
宏
、
げ
一

L
t
r
Z
H軒
L
f，，R
Y
卜

h

円
本
資
本
主
義
の
動
脈
硬
化
の
事
責
を
否
定
し
得
左
い
で
あ
ら
う
。

然
る
に
斯
く
の
如
き
事
強
の
推
移
は
、

ロ
ン
ド
ン
僚
約
や
政
黛
政
治
墜
落
や
弗
貨
問
題
や
と
絡
ん
で
、
結
々
岡
歩
一
の
昭
雄
畑
を
深
刻

に
す
る
事
と
友
り
、

或
は
純
貨
危
る
或
は
然
ら
ざ
る
意
図
か
ら
弐
第
に
多
〈
の
閣
家
主
義
逗
動
が
接
頭
ナ
る
事
に
友
っ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
岡
家
主
義
も
寧
な
る
岡
称
主
義
弘
山
ら
次
第
に
資
本
主
義
描
変
革
的
友
る
も
の
と
左
っ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
満
洲
市
事
媛
、
上
海

事
費
、
図
際
聯
耀
脱
退
、
等
々
の
一
聯
の
重
大
諸
問
題
の
継
起
は
、

や
が
て
来
る
ぺ
雪
海
軍
保
約
満
期
後
の
控
般
競
争
の
晴
嵐
惣
Lι

結

ん
で
、

国
家
主
義
逗
動
を
刺
戟
し
績
け
た
の
で
あ
り
、

十
以
に
園
家
主
義
運
動
は
愈
と
政
治
経
済
的
色
彩
を
加
へ
、

政
治
経
済
の
革

新
、
強
硬
外
交
等
所
謂
昭
和
維
新
の
襟
械
を
愈
ミ
貫
創
に
掲
げ
る
や
う
に
友
り
、
旦
、
極
め
て
過
激
在
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
手
段
に
す

費
本
主
義
と
支
那
事
費

一
五
五



資
本
主
義
と
支
那
事
園
田

一
五
六

ら
訴
へ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
血
飽
聞
事
件
(
昭
和
七
年
二
月
九
日
元
蔵
相
井
上
準
之
助
氏
、
同
三
月
五
日
三
井
合
名
理
事
長
男
侭
圏
琢
磨
氏

狙
撃
と
な
っ
て
現
は
れ
た
)
、

五
二
五
事
件
(
昭
和
七
年
五
月
十
五
日
首
相
官
邸
、
内
大
臣
邸
、
政
支
合
本
部
、
枇
背
蹴
旗
、
日
本
銀
行
、
=
妥
銀
行
及

び
東
京
市
外
の
敷
ケ
所
白
鶴
電
所
の
襲
撃
、
犬
養
首
相
以
下
敷
名
の
殺
傷
と
な
っ
て
現
は
れ
し
)
、
一
柳
兵
隊
事
件
(
昭
利
八
年
七
月
十
一
日
、
内
問
純
理

大
臣
官
邸
に
燥
開
投
下
、
内
閣
総
理
大
開
官
邸
、
善
説
鹿
、
内
大
臣
官
邸
等
々
白
襲
撃
放
火
、
臨
州
醸
首
相
以
下
各
図
務
大
臣
、
内
大
臣
等
々
の
殺
害
、
等

々
を
決
行
せ
ん
，
と
し
て
お
前
に
抑
へ
ら
れ
し
て
ニ
・
一
二
ハ
事
件
(
昭
和
十
一
日
午
一
一
月
二
十
六
日
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
、
内
大
医
私
郎
、
秋
宵
総
監
邸
、

前
内
大
臣
宿
舎
、
作
従
長
官
邸
・
大
蕨
大
臣
私
邸
の
裂
輩
、
蹴
阿
蘇
内
大
臣
、
高
橋
大
競
大
臣
、

波
法
教
育
紙
底
的
一
殺
害
、
等
々
と
な
叩
で
視
は
れ
し
て

等
々
は
卸
ち
と
れ
で
あ
る
。

然
る
に
訂
績
〈
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
園
民
大
衆
を
園
家
主
義
諸
圏
憶
か
ら
却
っ
て
離
反
せ
し
め
、
又
、
満
洲
事
援
以
後
に
は
じ
ま
る
寧

需
・
輸
出
景
気
は
、
資
本
の
制
覇
力
を
盛
り
返
さ
し
め
た
の
で
あ
り
、
斯
ぐ
し
て
弐
第
に
、

殊
に
二
・
二
六
事
件
以
後
は
、
園
家
主

義
運
動
の
或
る
程
度
の
退
歩
が
見
え
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
第
六
十
九
議
曾
に
於
け
る
嬬
藤
隆
夫
氏
の
演
説
と
そ
れ
の
言
論
界
に
於
け

る
反
響
、

日
調
防
共
協
定
成
立
に
謝
す
る
有
力
階
級
並
び
に
言
論
界
の
反
封
、
第
七
十
議
曾
に
於
け
る
積
田
園
松
氏
等
の
追
及
と
そ

れ
の
言
論
界
に
於
け
る
反
響
、
第
廿
同
線
選
出
事
の
成
積
、
等
々
に
も
我
々
は
之
を
覗
ひ
得
る
?
あ
ら
う
。
貫
に
斯
か
る
情
勢
の
下
に

支
那
事
費
は
起
っ
た
の
で
る
る
。

支
那
事
費
は
、
位
界
経
済
の
現
段
階
に
庭
し
て
行
〈
震
に
日
本
の
国
家
主
義
の
立
揚
か
ら
も
叉
資
本
主
義
の
立
場
か
ら
も
切
費
に

要
望
さ
れ
る
所
の
「
日
支
の
提
携
」
が
、
主
と
し
て
英
・
露
の
教
唆
に
操
ら
れ
て
抗
日
の
放
の
下
に
民
族
的
圏
結
を
固
め
て
来
た
園

民
政
府
に
依
っ
て
断
然
担
否
せ
ら
れ
た
と
言
ふ
事
の
敢
に
、
所
詮
仰
時
か
は
何
等
か
の
姿
に
於
い
て
起
る
べ
か
り
し
も
の
で
あ
る
。



併
し
日
本
は
、
闘
防
計
重
が
未
完
成
で
あ
っ
た
事
と
、

34
ろ
支
那
の
背
後
に
在
る
芳
一
を
発
〈
方
が
所
企
の
目
的
を
ヨ
リ
よ
〈
達
し
得

る
で
あ
ら
う
と
言
ふ
事
の
故
に
、
支
那
事
鑓
が
斯
か
る
奏
で
愛
生
し
般
大
ず
る
事
を
、

少
く
と
も
営
初
の
間
は
、
寧
ろ
不
本
意
と
し

た
の
で
あ
る
0
4

だ
か
ら
こ
そ
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
彼
の
樟
溝
橋
事
件
が
残
生
し
て
か
ら
後
し
ば
ら
〈
の
聞
は
、
日
本
は
不
悼
明
大
主

義
局
地
解
決
主
義
を
堅
持
し
た
の
で
あ
り
、
事
費
の
上
海
へ
の
飛
火
に
照
廃
し
て
同
年
八
月
十
五
日
南
京
政
府
断
乎
屑
懲
の
重
大
撃

明
を
荷
担
し
て
後
も
な
ほ
、
穏
便
解
決
に
到
す
る
未
練
を
容
易
に
清
算
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
L
は
ら
や
事
費
が
新
〈
繍

大
ず
る
事
に
怠
っ
た
の
は
、
抗
日
教
育
の
徹
底
と
英
・
露
を
主
と
す
る
諸
外
図
の
到
支
教
喰
・
支
援
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
る
る
。

支
那
事
務
は
斯
〈
し
て
、
恐
ら
く
は
多
く
の
人
々
の
夢
想
だ
も
し
な
か
っ
た
で
る
ら
う
程
度
に
般
大
し
て
し
ま
っ
た
の
で

b
り、

日
本
の
闘
を
賭
し
て
の
犬
事
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
賞
に
斯
か
る
大
事
業
が
斯
か
る
仕
万
で
斯
か
る
視
度
に
遂
行
さ
れ

JL

飛
川
河
た
と
一
一
品
ふ
事
は
、
驚
嘆
に
備
す
る
一
事

e
あ
っ
て
、
国
民
大
衆
の
却
に
刻
問
的
白
斑
そ
喚
溜
し
比
べ
の
閣
時
内
自
殺
に
依
ワ
亡
迄

持
さ
れ
る
と
言
ふ
事
に
依
っ
て

Y
友
し
に
は
、
所
詮
資
現
し
得
ら
れ
友
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

元
来
我
が
園
川
ん
は
町
人
的
に
非
ざ
る
生
活
に
寅
に
永
い
間
慣
れ
来
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
共
の
下
に
培
は
れ
来
っ
た
特
殊
の
情
操

は
圏
民
心
理
の
根
底
に
深
く
厚
〈
沈
澱
さ
れ
堆
積
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
此
の
情
燥
は
「
天
皇
を
家
長
と
す
る
s

家
族
同
闘
交
」
〆¥

Il) 

根
強
く
暖
か
き
信
念
に
共
の
焦
離
を
見
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
も
此
の
圏
民
的
情
味
は
、
我
が
国
民
経
消
が
後
れ
て

E
岡
家
の

指
導
の
下
に
資
本
主
義
化
し
た
る
も
の
で
あ
り
、

E
、
共
の
資
本
主
義
化
の
努
力
と
柏
並
ん
で
「
特
燥
の
闘
慌
」
に
就
い
て
の
信
念

を
愛
育
す
ベ
〈
色
々
な
努
力
が
左
さ
れ
来
っ
た

l
l高
等
の
準
校
へ
進
む
ほ
ど
此
の
事
は
多
く
の
揚
合
事
賃
上
忽
に
さ
れ
た
が
|
[

も
の
で
あ
る
か
ら
、
中
身
町
人
的
た
る
も
の
に
た
り
切
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

(
勿
論
期
う

L
た
図
民
情
操
は
図
民
会
部
に
同
一
白
程
度
に

委
本
主
義
と
支
那
事
費

一
五
七



資
本
主
義
、
と
支
那
事
務

'Ii. 

l¥. 

存
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
個
々
の
閣
民
は
其
の
生
活
環
抗
其
他
に
従
勺
て
、
色
々
に
臭
っ
た
悶
民
情
探
を
持
っ
て
ゐ
る
で
あ
b
ぅ。

殊
に
金
銭
取
引
の

荒
波
に
会
生
命
を
託
し
て
其
の
日
其
の
夜
を
過
ご
せ
る
人
々
乃
至
は
町
人
的
自
由
主
義
的
民
主
主
義
的
航
来
思
想
の
研
究
に
山
田
頭
し
来
う
た
イ
ン
テ
リ

ゲ
ン
チ
ヤ
の
中
に
は
、
日
本
闘
民
的
情
操
の
削
る
稀
荷
と
な
っ
た
者
が
あ
る
で
も
あ
、
b

ぅ
。
併
し
、

一
本
一
本
の
樹
は
如
何
に
る
ら
う
と
も
一
世
と
し

て
の
森
は
特
殊
の
性
格
を
有
す
る
が
如
〈
、

問
民
の
部
分
部
分
は
如
何
に
あ
、
b
一
っ
と
も

一
世
と
し

τ
の
附
民
は
特
殊
の
性
格
を
有
寸
る
の
で
る
り
、
特

殊
円
閥
民
的
仙
操
を
有
す
る
が
如
く
動
ぐ
の
で
あ
る
)
。
資
に
此
の
日
本
間
凶
片
的
情
操
こ
そ
は
、
時
局
の
進
展
と
共
に
岡
民
的
問
慢
が
闘
民

川
ノ
沼
ア
」
包
年
L

一
し
と
出
っ
と
副
長
内

f
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η
盆
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特
殊

悶

的

操

と
そ
は
、
時
局
の
推
移
に
闘
す
る
そ
こ
は
か
と
な
き
数
々
の
惣
想
を
水
泡
に
腕
せ
し
め
た
も
の
で
も
る
る
の
で
あ
る
。

元
来
人
は
己
れ
を
以
っ
て
他
を
推
す
も
の
で
あ
る
。

一
陣
と
し
て
の
日
本
同
氏
よ
り
も
透
か
に
町
人
的
自
由
主
義
的
民
主
主
義
的

意
識
を
持
。
た
欧
米
人
に
と
っ
て
は
、
時
局
の
進
展
と
共
に
斯
〈
の
如
き
国
民
的
自
費
が
日
本
間
剛
氏
大
衆
の
問
に
起
り
斯
く
も
大
友

る
犠
牲
に
も
挫
む
事
た
く
此
の
大
事
業
の
滋
行
を
支
持
し
続
的
ゃ
う
と
は
、
ど
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
左
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
彼
等

は
支
那
を
支
援
し
て
抗
日
を
績
行
せ
し
め
れ
ば
や
が
て
は
日
本
の
経
柄
力
が
破
綻
を
来
し
父
円
本
の
内
部
に
枇
曾
動
揺
が
勃
褒
し
て

必
や
や
日
本
の
屈
版
す
る
日
が
来
る
で
る
ら
う
、
と
考
へ
た
の
で
あ
る
、
此
の
事
は
事
鎚
設
生
省
初
の
欧
米
の
新
聞
雑
誌
の
論
調
に

歴
然
た
る
も
の
が
る
り
、

又
、
蛍
時
彼
の
地
に
在
っ
て
私
自
身
外
人
の
口
か
ら
直
接
屡
々
聞
か
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
賞
に
斯
く
の
如

き
見
通
し
の
下
に
、

ロ
シ
ヤ
は
、

日
本
の
軍
横
計
査
の
完
成
せ
ざ
る
聞
に
此
の
方
面
か
ら
日
本
の
虚
を
突
か
う
、

と
考
へ
て
支
那
を

教
唆
し
た
で
も
あ
ら
う

l
l中
閣
共
産
窯
と
蘇
聯
と
の
闘
係
、
殊
に
西
安
事
件
は
此
の
事
を
暗
示
す
る
し
、
又
、
此
の
事
費
の
首
初

に
不
抜
大
現
地
解
決
の
報
を
入
れ
る
毎
に
例
へ
ば
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ス
、
デ
リ

1
・4
ノ
レ
グ
ラ
フ
等
の
有
名
反
る
諸
新
聞
が
す
べ
て

そ
れ
を
信
じ
た
る
論
設
を
掲
げ
て
ゐ
た
の
に
、
共
産
纂
の
機
関
紙
た
る
デ
リ
1

・
ゥ
ァ

I
ヵ
ー
が
大
事
受
に
展
開
し
て
行
〈
事
を
終



始
一
貫
し
て
主
張
し
た
と
言
ふ
事
も
、
何
等
か
此
の
間
の
事
情
を
物
語
る
か
も
知
れ
友
い

l
lし
、
英
閣
は
、
日
本
が
斯
く
し
て
愈

と
窮
地
に
陥
入
っ
た
時
に
日
本
を
口
説
い
て
掌
て
の
-
東
洋
の
呑
犬
」
に
立
反
ら
せ
よ
う
、
と
考
へ
て
支
那
を
支
援
し
つ
L
機
を
狙

っ
て
ゐ
る
で
も
あ
ら
う
l
l
i
此
の
事
は
、
南
京
が
陥
ち
て
も
、
徐
州
が
落
ち
て
も
、
出
聞
東
・
漢
口
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
て
も
、
執

掲
に
援
蒋
を
緩
く
る
英
園
の
政
策
に
よ
っ
て
如
賃
に
物
語
ら
れ
て
ゐ
る
し
、
ヌ
、
事
愛
と
の
方
鑓
ら
ざ
る
英
闘
の
有
力
新
聞
雑
誌
の

論
調
や
議
舎
に
於
け
る
問
答
か
ら
も
覗
は
れ
る
の
で
あ
る
。

乍
併
、

一
髄
と
し
て
の
日
本
岡
氏
よ
り
も
活
か
に
町
人
的
自
由
主
義
的
民
主
主
義
的
意
識
を
持
ち
共
の
意
識
か
ら
日
本
国
民
の
動

向
を
推
す
事
に
依
っ
て
誤
算
に
陥
入
っ
た
者
は
、
来
し
て
欧
米
人
の
み
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
如
何
に
閣
民
的
自
覚
を
欠
釜
し
〈
言
ワ

て
見
た
と
こ
ろ
で
こ
れ
ほ
ど
の
犠
牲
を
岡
山
崎
た
栄
が
黙
っ
て
忍
ぶ
筈
は
な
い
、

や
が
て
は
日
本
の
経
済
力
の
破
綻
が
到
来
し
又
日
本

内
部
か
ら
反
釈
が
酬
へ
る
智
で
必
る
3

同
も

ι(
の
時
期
も
ん
寸
昨
町
一
と
そ
は
め
他
、
、
近
づ
い
た
、
ム
ι

ふ
ゃ
う
h
u
u

甘すを、

A
E
h
A
l
-
u

、、、品
A町内

当
斗

4
L
hド
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ヲ
H
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ウ
f
m
w引

と
出
さ
な
い
と
し
て
も
、
多
く
の
枇
曾
科
目
学
徒
は
考
へ
考
へ
し
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
多
〈
の
枇
舎
利
謬
徒
の
抽
出
測
が

斯
く
事
毎
に
外
れ
て
来
た
の
は
、
・
彼
等
が
一
一
髄
と
し
で
の
日
本
岡
氏
の
性
格
を
了
解
す
ぺ
く
徐
り
に
自
由
主
義
的
民
主
主
義
的
思
想

に
感
染
し
過
ぎ
て
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
て
ゐ
た
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
。

支
那
事
鑓
は
函
民
的
自
覚
を
非
常
な
程
度
に
庚
め
深
め
高
め
た
の
で
あ
り
、
図
家
主
義
漣
動
の
大
行
進
に
う
つ
り
得
べ
き
方
向
に

国
民
大
衆
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
凶
民
大
衆
の
準
備
こ
そ
は
日
本
の
国
家
主
義
運
動
の
進
展
の
矯
に
新
に
展
開
せ
ら
れ
た
る

基
礎
地
盤
で
あ
り
、
此
の
図
民
大
衆
的
基
礎
地
盤
に
根
を
下
し
そ
れ
を
組
織
し
そ
れ
か
ら
盛
り
上
っ
て
来
直
す
こ
と
に
依
っ
て
と
そ

は
じ
め
て
日
本
の
園
家
主
義
逼
動
は
共

ω所
企
の
目
的
を
達
し
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う
の
併
し
な
が
ら
共
の
図
民
大
衆
的
基
礎
地
盤

資
本
主
義
正
文
那
事
第

互五

プじ



資
本
主
義
と
文
那
事
現

ノ、

O 

に
根
を
下
し
そ
れ
を
組
織
し
そ
れ
か
ら
盛
り
上
っ
て
来
直
す
鋳
に
は
、
岡
家
主
義
運
動
自
慢
が
従
来
往
々
に
し
て
持
っ
て
ゐ
た
所
の

不
純
な
る
要
素
を
清
算
し
て
掛
ら
ね
ば
友
ら
な
い
し
又
従
来
の
や
う
友
拙
劣
な
る
組
織
力
か
ら
断
然
抜
け
出
し
て
来
左
け
れ
ば
友
ら

た
い
の
で
る
る
が
、
殊
に
、

と
れ
か
ら
相
営
の
期
間
に
わ
た
っ
て
針
内
的
に
も
針
外
的
に
も
愈
と
難
路
に
さ
し
か
L

る
で
あ
ら
う
所

の
新
東
亜
建
設
の
大
業
に
買
に
園
を
事
げ
て
常
る
の
に
趨
し
た
や
う
な
経
済
慌
制
堂
、
郎
ち
、
資
本
家
の
打
算
に
妨
げ
ら
れ
て
所
要

の
生
市
町
術
中
允
が
川
来
な
か
っ
た
り
岡
氏
負
拾
の
不
公
平
の
到
に
似
合
的
不
安
が
生
じ
た
り
す
る
事
mw
無
い
や
ろ
お
粧
品
川
開
制
わ
任
、
問

乎
と
し
て
採
る
於
け
の
智
と
勇
と
を
持
っ
て
来
左
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
共
の
事
の
賓
現
さ
れ
る
日
か
ら
と
そ
、
我
々
は
は
じ
め
て
、

買
の
意
味
に
於
い
て
、
「
悠
遠
の
紳
代
よ
り
轟
〈
歩
調
う
け
つ
ぎ
て
大
行
進
の
往
く
」
を
見
得
る
?
あ
ら
う
。

併
し
な
が
ら
若
し
日
本
の
園
家
主
義
運
動
が
此
の
際
斯
〈
の
如
き
自
己
止
拐
を
な
し
得
た
い
と
す
る
友
ら
ぽ
、
即
ち
、
従
来
往
々

に
し
て
持
う
て
ゐ
た
所
の
不
純
な
る
要
素
を
清
算
し
得
宇
し
て
国
民
大
衆
の
信
相
棋
を
鼠
ち
得
ゃ
、
叉
、
ザ
鍔
態
依
然
た
る
排
他
獄
普
主

義
と
大
衆
軽
視
態
度
と
か
ら
抜
け
得
や
し
て
内
部
的
圏
結
と
大
衆
的
援
鏑
と
を
快
き
、
殊
に
叉
、
資
本
家
の
訂
算
に
妨
げ
ら
れ
て
所

要
の
生
産
横
充
が
出
来
な
か
っ
た
り
園
民
負
携
の
不
公
平
の
震
に
枇
合
不
安
が
生
じ
た
り
す
る
や
ら
友
経
済
樫
制
に
断
乎
と
し
て
手

を
つ
け
る
だ
け
の
智
と
勇
と
を
持
た
守
し
て
闘
民
犬
家
の
離
反
を
招
く
が
如
き
事
が
あ
る
と
す
る
友
ら
ば
、
誠
に
憂
ふ
ぺ
き
事
態
が

識
は
生
し
左
い
と
は
保
し
難
い
。
け
だ
し
・
庚
東
・
漢
口
の
陥
落
に
依
っ
て
、
同
民
の
関
心
は
戦
一
等
か
ら
政
治
・
経
済
へ
移
さ
れ
た
。

従
っ
て
、

一
方
で
は
負
擦
の
公
平
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
木
格
的
に
採
り
上
げ
ら
れ
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
戦
地

か
ら
の
蹄
還
兵
が
次
第
に
数
を
加
へ
る
に
従
っ
て
、
共
の
貫
創
さ
を
増
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
駐
を
つ
け
込
ん
で
何
等
か
の
一
事

を
去
す
べ
く
、
左
翼
の
策
動
は
漸
〈
半
崎
加
を
極
め
出
す
で
あ
ら
う
。
而
も
他
方
で
は
、
事
費
に
依
ワ
て
亨
受
し
得
て
ゐ
た
特
殊
の
利



一
位
が
此
の
際
取
り
去
ら
れ
る
事
が
な
い
や
う
に
、
官
官
愛
の
枚
に
町
交
し
て
ゐ
た
制
約
が
今
後
同
定
さ
れ
乃
奈
は
更
に
強
化
さ
れ
た
り

寸
る
事
の
た
い
や
う
に
.
若
し
山
来
る
な
ら
ば
此
の
際
断
然
前
進
し
て
事
鑓
の
串
闘
を
わ
た
く
し
同
来
る
や
う
に
、

一
'
却
の
蓮
策
は
愈

ミ
強
〈
行
は
れ
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
ほ
?
の
事
情
は
そ
れ
自
身
に
於
い
て
授
に
、
此
際
関
家
主
義
運
動
の
成
功
せ
ざ
る
場
合
に
於

け
る
間
歩
の
奴
難
を
、
想
像
せ
し
め
て
除
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
や
が
て
は
日
本
の
経
済
力
が
椛
綻
を
来
し
叉
日
本
の
内
.

部
に
枇
舎
動
揺
が
勃
獲
し
て
必
や
や
H
本
の
届
服
す
る
日
が
来
る
び
あ
ら
う
、

Lr-
考
へ
て
支
那
を
支
援
し
て
抗
日
を
横
行
せ
し
め
て

米
た
猪
閣
は
、
愈
々
北
九
の
機
舎
の
到
来
が
近
づ
い
た
と
考
へ
て
、
色
々
の
妨
害
や
歴
迫
や
誘
惑
や
策
謀
ゃ
を
甚
だ
し
く
加
へ
山
す
で

あ
ら
う
。
従
っ
て
、
去
し
日
本
の
閥
次
主
義
運
動
が
此
の
際
思
廷
に
規
定
し
た
る
如
き
自
己
止
揚
を
注
し
得
左
い
と
す
る
な
ら
ば
、
賓

に
山
々
し
き
事
態
に
な
ち
一
や
ら
友
い
と
は
保
し
難
い
の
?
あ
る
。
!

と
川
っ
て
も
勾
論
反
電
器
一
の
へ
々
が
或
は
明
待
し
て
ゐ
る
か
も

知
れ
友
い
や
う
な
結
却
に
は
決
し
て
J
A
ゆ
り
到
ら
た
い
で
彦
ら
う
九
万
。

日
本
の
岡
家
主
義
運
動
が
寄
一
を
結
ん
で
園
民
的
大
行
進
が
由
民
の
意
味
に
於
い
て
は
じ
ま
る
か
、

そ
れ
と
も
そ
れ
が
不
幸
に
し
て
成

ら
司
下
し
て
由
々
し
き
混
飢
に
陥
る
か
、
支
澗
州
事
一
愛
は
さ
う
し
た
キ
ワ
ド
イ
所
に
我
々
を
押
し
や
っ
た
や
う
に
巧
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
つ

支
那
事
費
は
斯
く
し
て
日
本
資
本
主
義
没
薄
の
過
程
を
、
従
勺
て
批
県
資
本
主
義
の
淡
落
の
過
程
を
、
篤
く
べ
き
程
度
に
促
進
し
た

の
で
あ
る
。

(
二
一
九
九
へ
・
一
二
・
五
)

安
本
主
義
と
支
那
事
費

」ー
ノ、


